














































































































































































































































































































「ダレダレは/も+(A) + (B) +一一一+(C)oJ 
Aには“…+と"のように心中文と格助詞の「と」が使用される場合が多い。また、
“…ので"“ーから"“…と"“…たら"などのように接続助詞を伴う条件節の形式で理
由を説明する表現が使用されることも比較的多い。 Bには漠然とした様子を示す表現
が使用されることがある。 Cには“ーが…"のように逆接の接続助詞を伴う形式で実
際の行動の困難さを説明する表現が使用されることもある。
〈文法〉
連用修飾は、“なんとなく気がせく"“非常に気がせく"のように受けることが可能
である。連体修飾句に立つことは、“気がせく思い"のように可能である。ほとんど
文の述部として使用される。過去形は可能であるが、連体修飾、句中への連用修飾語
の挿入、否定の表現、名詞句への転換などはできず、文法面で比較的制約が多い。
(21 ) 
5.おわりに
本稿では動詞性の「気Jの慣用表現として“気がせく"を取り上げたが、現代
(1977-2003)の実際の用例を通して、意味は一つであるが、その原因は三つに分類
しうることが明らかになった。今後は、“気がとがめる"と類義性の高い“気が差す"
という遼巡の表現、“気が悪い"という形容詞・形容動調性の感情表現、“気にする"
“気になる"“気にかかる"“気にかける"“気が痛む"“気に病む"“気で気を病む"
“気が落ちる"“気が落ち込む"“気が挫ける"“気が沈む"“気が滅入る"“気が望号する"
“気がふさぐ"“気が腐る"“気が詰まる"“気も漫ろだ"などの表現の考察を課題とし
たい。
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